
 

 

［成果情報名］天敵生物の発生量増加によるクリーン農業の環境保全効果の確認  

［要約］水稲、小麦、大豆、ばれいしょ、キャベツにおいて、殺虫剤使用回数を削減したほ

場で、天敵種の発生量増加が確認される。増加傾向が明瞭な種を、クリーン農業等による

環境保全効果を示す指標種として選定し、指標種観察のためのマニュアルを作成した。  
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［背景・ねらい］ 

近年、自然循環機能や生物多様性が重視される中、減農薬・減化学肥料栽培においても

環境保全効果を前面に打ち出す必要性が高まっている。そのため、慣行栽培と比較して殺

虫剤使用回数を 30%および 50%程度削減した減農薬栽培における害虫と天敵種の発生状況

を調査する。減農薬栽培により発生密度の回復する天敵生物を減農薬栽培による環境保全

効果検証の指標種として選定する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．調査した水稲、小麦、大豆、ばれいしょ、キャベツにおいて、殺虫剤削減レベルの高

まりに伴い天敵種の個体数増加が認められる。個体数が多く、増加傾向が明瞭にとらえ

られる種を環境保全効果確認の指標種として選定した（図１）。  

２．水稲では、アシナガグモ類は殺虫剤削減レベルに伴い個体数が増加する。アシナガグ

モ類は水田に普遍的に存在し、発生期間が長く見取りでの識別も容易であるため、指標

種として選定した。  

３．秋まき小麦では、地域やほ場による発生種の変動を考慮して、テントウムシ類、クサ

カゲロウ類、ヒメハナカメムシ類の３種を指標種として選定した。発見頻度の低い見取

りよりも、すくい取りによる確認が適していると考えられる。  

４．大豆では、アブラバチ（マミー：蜂に寄生されて硬化したアブラムシ）を安定した確

認個体数、殺虫剤削減レベルに伴う個体数増加の面から、指標種として選定した。  

５．ばれいしょでは、安定した確認個体数、殺虫剤削減レベルに伴う個体数増加（図２）

により、アブラバチ（マミー）を指標種として選定した。 

６．キャベツでは、場内、現地ほ場において安定した確認個体数、殺虫剤削減レベルに伴

う個体数増加が認められたクモ類を指標種として選定した。  

７．減農薬栽培における殺虫剤削減程度に応じたこれら指標種の確認個体数の増加により、

クリーン農業における環境保全効果が確認される（図３）。  

８．天敵種の確認個体数のレベルは、気象条件の異なる年次（図２）やほ場環境によって

も変動が大きく、減農薬による増加程度も作物や年次によって変動の幅が認められる。

そのため、単一ほ場において確認される指標種個体数での絶対評価は困難である。  

９．それぞれの指標種を生産者、農業指導者、教育者などの観察者が実際にほ場で観察す

ることを可能にするため、ほ場内での発生消長に基づく観察適期、観察部位を示した指

標種観察マニュアルを作成した（図４）。  

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象は北海道内において対象作物の減農薬栽培に取り組む生産者、農業指導者、

教育者などである。「指標種観察マニュアル」は、ホームページで公開する。  

２．また、減農薬栽培、クリーン農業や特別栽培における環境保全効果に対する理解を生

産者や一般の消費者に促すための基礎情報としての活用が見込まれる。  



 

 

［具体的データ］ 

図１ 全５作物において選定した指標種 
A：アシナガグモ類（水稲），B：テントウムシ類，C：クサカゲロウ幼虫，D：ヒメハナカメムシ幼虫 
（以上小麦），E：アブラバチによるマミー（大豆、ばれいしょ），F：クモ類（キャベツ） 
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 「天敵生物の発生量増加によるクリーン農業の環境保全効果の確認」（指導参考） 
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２図 ばれいしょのアブラバチマミー

の１回あたり平均確認個体数  

図３ 全 5 作物において選定した指標

種累積確認個体数の慣行防除区に

対する比  

4 図 指標種観察マニュアル（一例）


